
- 64 -

施策の進捗状況調書（令和６年度実施）【政策横断プロジェクト】

長崎県総合計画 チェンジ＆チャレンジ2025における位置付け

宮本　浩次郎
総合計画
掲 載 頁

183頁

プロジェクトの進捗状況

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① ▲510人 ▲407人 ▲305人 ▲204人 ▲102人
▲102人
(R7年)

実績値②
▲642人
(R1年)

▲901人 ▲529人 ▲608人 進捗状況

所管課(室)
達成率
②／①

0% 48% 10% 遅れ

課(室)長名

① ながさき　しまの創生プロジェクト

将来像
■本県離島地域において、全国のモデルとなるような地方創生の成功事例が数多く創出され、全国の離島地域や、県内の他地域に
先行して社会減が大きく改善し、人口減少に歯止めがかかっている。

政策横断
プロジェクト

所管課(室) 地域振興部　地域づくり推進課

指標 進捗状況の分析

しまの人口の社会増減数

しまの人口の社会減については、有人国境離島法施行前は
1,000人/年前後で推移していたが、法施行後は同法関連施策
や移住施策等に取り組んだ結果、600人/年前後までに改善し
ており、令和5年は五島市において3年ぶりに社会増を達成し
たものの、その他市町は転出者数が増加したため社会減が前
年に比べ拡大し、達成率はさらに落ち込んだ。
令和7年の目標達成に向け、社会減の抑制に重要な役割を果

たす雇用機会拡充事業の更なる活用の促進など、国の交付金
等を最大限に活用しながら、関係市町と一体となって、引き
続き各種施策に積極的に取り組んでいく。
〇達成率＝(基準値-実績値)/(基準値-目標値)

地域振興部　地域づくり推進課
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施策の進捗状況調書（令和６年度実施）【政策横断プロジェクト】

長崎県総合計画 チェンジ＆チャレンジ2025における位置付け

貝淵　裕幸
総合計画
掲 載 頁

185頁

プロジェクトの進捗状況

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 99万人 106万人 112万人 119万人 125万人
125万人
(R7年)

実績値②
93万人
(H30年)

7.4万人 11.4万人 54.5万人 進捗状況

所管課(室)
達成率
②／①

7% 10% 48% 遅れ

指標 進捗状況の分析

外国人延べ宿泊者数

　令和5年の外国人延べ宿泊者数は、令和5年5月に新型コロナ
ウイルス感染症の感染症法上の位置づけが5類に変更されたこ
とに伴い、水際対策が終了したことから、対前年比では約5倍
に回復したものの、コロナ禍後の日本における地方の回復の
遅れや海外からの直行便の復便の遅れ・各地域の就航状況な
どから、目標は未達成となった。
　今後は、直行便が復便した中国、韓国をはじめとした重点
市場である東アジアを中心にインバウンド誘客の拡大を図る
とともに、ＳＮＳ等を活用した本県ならではの情報発信や国
際旅行博へのブース出展、観光商談会の開催をはじめ、旅行
会社へのセールスなど現地での積極的なプロモーションを展
開し、本県への更なる誘客拡大を図る。

文化観光国際部　国際観光振興室

課(室)長名

② アジア・国際戦略

将来像

■本県ならではの歴史・文化や世界遺産等の価値が認知され、アジア諸国を中心に、海外での本県のプレゼンスが向上している。
■海外からの観光客が県内各地を周遊し、地域や観光産業が活性化している。
■県産品のブランド化や輸出拡大、新たな販路開拓が進み、生産者の所得が向上している。
■優秀な外国人材が、安心して就労・生活できる環境が整い、定着し、産業や地域が活性化している。

政策横断
プロジェクト

所管課(室) 文化観光国際部　国際課
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基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値①
5,499
百万円

5,837
百万円

6,609
百万円

6,980
百万円

7,353
百万円

7,353百万円
(R7年度)

実績値②
3,832百万円
(H30年度)

5,633
百万円

8,771
百万円

8,169
百万円

進捗状況

所管課(室)
達成率
②／①

102% 150% 123% 順調

県産品の輸出拡大とブランド化に向け、関係機関と連携し
た商談会や現地パートナー企業と連携した展示会、フェア等
の実施により、県産品の輸出額は目標値を超える実績となっ
た。令和6年度以降も引き続き各種取組により目標達成を目指
す。

水産物は、平成25年度以降右肩上がりで推移しており、現
在25事業者が15か国以上の国・地域へ輸出を行っている。ま
た、近年は韓国向け養殖ブリの輸出などが大幅に増加してお
り、令和5年度の輸出額は6,413百万円となり、目標を達成し
た。

なお、中国では、令和5年8月以降ＡＬＰＳ処理水放出に伴
い日本産水産物の輸入停止が続いていることから、今後も、
中国の動向を見極めつつ、中国以外の国への新規開拓等によ
る本県水産物の輸出拡大に引き続き取り組んでいく。

農畜産物は、国内輸出業者と連携したフェアの開催や会員
によるテスト輸出に対する支援など長崎県農産物輸出協議会
の活動を中心に、輸出先国や品目の拡大による輸出額の増加
に取り組んでいる。令和5年度は、県内市場を経由したシンガ
ポールへの輸出ルートの拡大に向けて現地商社に対するトッ
プセールスの実施や、海外における長崎和牛の販路拡大等に
取り組んだ結果、令和5年度の農産物輸出額は855百万円とな
り、目標の854百万円を上回った。今後は、重点国に位置付け
るシンガポールへのさらなる輸出拡大や今後の経済成長が見
込めるマレーシアやタイなど周辺国にも取組を拡大するとと
もに、輸出先国の規制やニーズに対応した産地の育成を強化
する。

木材は、令和7年度の輸出額565百万円を目標とし、国内の
木材価格動向を注視しながら、国内販売と輸出を比較し、多
様な販売ルートの確保に取り組んでいる。令和5年度は貿易相
手国の経済状況悪化等の影響、国産材の国内需要の高まりに
より輸出量が減少したことから、令和5年度の輸出額は目標の
489百万円に対し、215百万円となった。引き続き、県産木材
（丸太、製材品）の安定した輸出を行うために国内の輸出関
係機関の状況調査を行い、新たな輸出ルートと輸出先の検討
を行う。

加工食品・陶磁器等は、関係各課・団体・民間企業と連携
して県産品のプロモーションを実施したほか、バイヤー招聘
や現地飲食店等でのテスト販売を通じた販路開拓に取り組ん
だ結果、新たな商流が構築されるなど順調に成果が出てお
り、令和5年度の輸出額は目標を上回る結果となった。引き続
き、県内事業者への企業訪問や新たな地域での商談会の開催
により、目標達成を目指す。

文化観光国際部　物産ブランド推進課

指標 進捗状況の分析

県産品（水産物、農産物・木材、加工食品・陶磁
器等）の輸出額

※基準値内訳：水産物2,700、農産物･木材771、加
工食品･陶磁器等361
※最終目標内訳：水産物 5,000、農産物･木材
1,565、加工食品･陶磁器等788
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施策の進捗状況調書（令和６年度実施）【政策横断プロジェクト】

長崎県総合計画 チェンジ＆チャレンジ2025における位置付け

川口　正剛
総合計画
掲 載 頁

187頁

プロジェクトの進捗状況

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① ―
基準値
＋15%

2,305千人 2,305千人 2,305千人
2,305千人
(R7年度)

実績値②
894千人

（R3年度）
894千人 1,482千人 算定中 進捗状況

所管課(室)
達成率
②／①

― 144% ― 順調

課(室)長名

③ 新幹線開業効果拡大プロジェクト

将来像

■各地域で開業に向けた魅力づくりや観光資源の磨き上げなどの受入体制の構築が進んでいる。
■新幹線駅周辺の新しいまちづくりが進み、にぎわいの拠点となるとともに、開業を活かした新たなビジネスや地域おこしが各地
に波及している。
■開業効果が沿線地域だけでなく、県北地域、島原半島地域、離島地域など、県内全域及び西九州地域に及んでいる。
■九州のみならず、中国・関西方面との交流人口が拡大し、観光をはじめ様々な産業が活気づくとともに、新たな雇用が生まれ、
人や地域が今以上に元気になっている。

政策横断
プロジェクト

所管課(室) 地域振興部　新幹線対策課

指標 進捗状況の分析

ＪＲによる府県相互間旅客輸送人員
（関西・中国・福岡県～長崎県）

新幹線効果拡大に向け関西・中国・福岡圏での広報プロ
モーションを実施した結果、令和4年度の目標を達成する等、
進捗状況は順調である。今後も、西九州新幹線の効果を県内
各地域へ波及させるため、安定的な新幹線利用者の確保と来
県者の県内周遊促進への取組を引き続き実施するほか、県外
プロモーションに関する取組等を行っていく。
○達成率144%＝実績値1,482千人／R4目標値1,028千人

なお、令和5年度から、「最終目標（年度）」を以下のとお
り変更した。
　●変更箇所：「基準値＋15％（R7）」　⇒　2,305千人

●変更理由：基準値である、R3の府県相互間旅客輸送人員
（関西・中国・福岡県～長崎県）実績「893,975(人)」が、現
在のコロナ後の回復状況と大きく乖離していることから、目
標値を上方修正するもの。

地域振興部　新幹線対策課
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施策の進捗状況調書（令和６年度実施）【政策横断プロジェクト】

長崎県総合計画 チェンジ＆チャレンジ2025における位置付け

江口　信
総合計画
掲 載 頁

189頁

プロジェクトの進捗状況

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① ―
男性73.21
女性76.32

― ―
男性73.71
女性76.82

男性73.71
女性76.82
(R7年)

実績値②
男性71.83
女性74.71
(H28年)

―
R6.12月
公表予定

― 進捗状況

所管課(室)
達成率
②／①

― ― ― ―

課(室)長名

④ 健康長寿日本一プロジェクト

将来像

■県民が健康で長生きできる環境が守られ、健康長寿が延伸し、生涯現役社会となっている。
■スポーツを通した県民の健康増進が実現している。
■子どもたちが運動に慣れ親しみ、大人になってからも、正しい生活習慣を維持している。
■県民が生きる喜びや張り合いなど生きがいを感じ、積極的に地域社会に参画している。
■県民や行政、ＮＰＯ・ボランティア団体、企業など多様な主体の参画による地域課題解決の取組が広く行われ、ともに支えあう
地域となっている。
■県産野菜・魚の販売を促進し、産地が活性化する。
■県民も含めた観光客が観光地や観光施設、宿泊施設等のバリアフリー情報をしっかりと把握できる状況になっている。
■高齢者や障害者等にとって快適でスムーズな旅行ができる環境になっている。

政策横断
プロジェクト

所管課(室) 福祉保健部　国保・健康増進課

指標 進捗状況の分析

健康寿命

福祉保健部　国保・健康増進課

健康寿命については、国において3年に1回調査を実施して
おり、令和4年の結果が今年12月に公表予定となっている。
令和3年12月に公表された令和元年の結果においては、男性

72.29年、女性75.42年であり、平成28年から男女ともに延伸
（男性+0.46、女性+0.71）した。女性については初めて全国
平均（75.38年）を上回ったものの、男性については全国平均
（72.68年）に達していない状況。
最終目標の達成に向け、「長崎健康革命」の4本の柱である

「運動」「食事」「禁煙」「健診」を軸に庁内関係部局と連
携を図りながら、プロジェクトの推進を図る。
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施策の進捗状況調書（令和６年度実施）【政策横断プロジェクト】

長崎県総合計画 チェンジ＆チャレンジ2025における位置付け

高橋　圭
総合計画
掲 載 頁

191頁

プロジェクトの進捗状況

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 3件 6件 9件 12件 15件
15件

(R7年度)

実績値②
0件

(R1年度)
1件 5件 9件 進捗状況

所管課(室)
達成率
②／①

33% 83% 100% 順調

課(室)長名

⑤ スマート社会実現プロジェクト

将来像

■超高速・大容量通信を実現する第５世代移動通信システム（５Ｇ）などの次世代通信環境が県内で整備されている。
■地理的・地勢的な条件不利を感じることなく、県民が、豊かで質の高い生活を送ることができている。
■幅広い分野において、ＡＩ、ＩｏＴ、ビッグデータなどのＩＣＴの利活用が進み、地域課題の解決による地域活性化、新産業・
新サービス創出などが実現し、県内産業が活性化している。
■ＡＩやＲＰＡ等の活用による業務効率化や行政のデジタル化が進み、多様な行政運営が実現し、質の高い行政サービスが提供さ
れている。

政策横断
プロジェクト

所管課(室) 企画部　デジタル戦略課

指標 進捗状況の分析

実用化された、ＩＣＴを活用したサービスや仕組
みの数（累計）

本県では、様々な分野におけるＩＣＴの実装を促進するた
め、令和2年9月に産学金官が連携する「ながさきSociety5.0
推進プラットフォーム」を立ち上げ、ＩＣＴを利活用した課
題解決手法の提案等を行っている。令和4年度まではＩＣＴ等
を活用して地域課題の解決を図る実証を支援するSociety5.0
加速化補助金事業によって一定の実用化が図られたところで
あるが、令和5年度は各分野・市町共通の課題などにテーマを
絞り、プラットフォームにおける議論を活発化させ、更なる
実用化を促進することとした。その結果「実用化された、Ｉ
ＣＴを活用したサービスや仕組み」の成果としては、令和3年
度からの累計で9件となり、令和5年度の目標を達成した。今
後も本県におけるSociety5.0の実現に向け、プラットフォー
ムにおける県内各地域の潜在的課題の掘り起こしや県内の地
場企業との連携等を図っていく。

企画部　デジタル戦略課
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施策の進捗状況調書（令和６年度実施）【政策横断プロジェクト】

長崎県総合計画 チェンジ＆チャレンジ2025における位置付け

末續　友基
総合計画
掲 載 頁

193頁

プロジェクトの進捗状況

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 66.0% 66.5% 67.0% 67.5% 68.0%
68.0%

(R7年度)

実績値②
61.1%

(H30年度)
72.1% 69.6% 68.5% 進捗状況

所管課(室)
達成率
②／①

109% 104% 102% 順調

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 44.0% 45.5% 47.0% 48.5% 50.0%
50.0%

(R7年度)

実績値②
41.0%

(H30年度)
40.8% 42.7% 40.4% 進捗状況

所管課(室)
達成率
②／①

92% 93% 85% 遅れ

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 340人 340人 340人 340人 340人
1,700人
(R7年度)

実績値② ― 499人 460人 675 進捗状況

所管課(室)
達成率
②／①

146% 135% 198% 順調

コロナ禍で企業訪問の活動が制限される期間があったもの
の、オンラインやメール等も活用し、企業の採用にかかる課
題に応じたきめ細かな支援を行った結果、目標を上回る成果
を達成することができた。

引き続き、県内企業の採用力向上のための支援に取り組ん
でいく。

産業労働部　未来人材課、雇用労働政
策課

県内企業に対する採用力向上支援と求職者支援に
より新規就業が実現した者の数（新規就業者数・
累計）

指標 進捗状況の分析

指標 進捗状況の分析

県内大学生の県内就職率

課(室)長名

⑥ 人材確保・定着プロジェクト

将来像

■処遇改善や人材育成を含め、魅力的で良質な雇用・就業の場が拡大している。
■産学官の連携が更に強化され、県内定着が進んでいる。
■老若男女がライフステージ等に合わせた様々な働き方をしているほか、ＵＩターン者や外国人材を含め多様な人材が活躍してい
る。
■県内で育成された人材が県内の様々な産業を担い活躍し、県内産業が活性化している。

政策横断
プロジェクト

所管課(室) 産業労働部　未来人材課

大学生の県内就職率については、学生が活用しやすいオン
ライン対応の就活イベントや大学と連携した取組などを強化
した結果、令和5年3月卒の県内就職率は上昇に転じたもの
の、新型コロナウイルス感染症による行動制限の緩和を受け
て、対面による就職活動への回帰も見られており、オンライ
ンイベントの参加者が減少。また、県外企業からのアプロー
チも活発化しており、令和6年3月卒の県内就職率は低下し
た。

引き続き学生のニーズをとらえた対策を講じていくことで
県内就職につなげていく。

指標 進捗状況の分析

県内高校生の県内就職率

高校生の県内就職促進に係る取組については、魅力ある高
卒求人の早期提出要請、高校等での企業説明会や企業見学会
の実施、キャリアサポートスタッフや県内就職推進員を中心
とした生徒、保護者への県内企業の魅力発信に加え、新たに
保護者向け企業見学会を実施するとともに、Ｎなび上に「保
護者向け長崎就活応援ナビ」を開設するなど、特に保護者へ
の意識醸成を図った結果、令和5年度（令和6年3月卒業生）の
県内就職率は68.5%となった。

事業対象となる高校生や保護者は毎年入れ替わるため、県
内企業の魅力を伝えることは引き続き重要であり、企業見学
や企業説明会など企業を直接知ることができる機会の確保を
中心に取り組んでいく。

産業労働部　未来人材課

産業労働部　未来人材課
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施策の進捗状況調書（令和６年度実施）【政策横断プロジェクト】

長崎県総合計画 チェンジ＆チャレンジ2025における位置付け

飛永　琢也
総合計画
掲 載 頁

195頁

プロジェクトの進捗状況

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 0人 0人 0人 0人 0人
0人

(R7年度)

実績値②
0人

(R1年度)
5人 0人 0人 進捗状況

所管課(室)
達成率
②／①

0% 100% 100% 順調

課(室)長名

⑦ 災害から命を守るプロジェクト

将来像

■「公助」だけでなく、食料の備蓄等による「自助」とともに、近所の人と助け合う等の「共助」による事前防災の意識の向上
と、安全確実な避難行動の実践。
■避難所や福祉避難所を円滑に開設・運営でき、避難所における感染症対策を含めた良好な生活環境を確保。
■要請に応じて、必要な箇所へ必要な各種支援チームを円滑に派遣し支援できる体制の確立。
■災害に強い社会基盤の整備充実や自然災害に対するハード対策とソフト対策の一体的な推進、インフラの戦略的な維持管理・更
新等の実現により安全・安心が確保されている。
■防災や安全について理解し、自らの命を守るための行動ができるとともに、進んで他の人々や地域の安全に役立つことができる
児童生徒が育っている。

政策横断
プロジェクト

所管課(室) 危機管理部　防災企画課

指標 進捗状況の分析

風水害・地震などによる死者数

令和4年度、令和5年度には、特別警報が発令されるよう
な、大規模な災害の発生はなかったが、災害の激甚化、多発
化への懸念はますます高まっている。
また、今年1月の能登半島地震では、孤立集落への対応や高

齢者の避難者対策など、本県でも起こり得る新たな課題も生
じている。

こうした中、風水害・地震などによる死者ゼロを目指して
いくためには、防災対策の見直しを進めるとともに、各種訓
練を通した防災体制の整備、市町等と連携した避難体制の構
築、自主防災組織カバー率の向上、消防団員の確保、県民の
防災意識の向上等に努める。また、災害に強い社会基盤整備
など国土強靭化を着実に推進し、ハード・ソフト両面から地
域防災力の強化を目指していく。

危機監理部　防災企画課
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施策の進捗状況調書（令和６年度実施）【地域別計画】

長崎県総合計画 チェンジ＆チャレンジ2025における位置付け

地域別計画

所管課(室) 課(室)長名
総合計画
掲 載 頁

199頁

地域別計画の進捗状況

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 1,621億円 1,653億円 1,684億円 1,716億円 1,747億円
1,747億円
(R7年)

実績値②
1,507億円
(H30年)

624億円 1,046億円 1,444億円 進捗状況

達成率
②／①

38% 63% 85% 遅れ

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 16,805千円 16,922千円 17,039千円 17,157千円 17,275千円
17,275千円
(R7年)

実績値②
16,452千円
(H30年)

11,284千円 10,032千円
R7.7月頃
公表予定

進捗状況

達成率
②／①

67% 59% ― 遅れ

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 74人 150人 227人 304人 382人
382人

(R7年度※)

実績値②
68人

(H30年度)
78人 150人 235人 進捗状況

達成率
②／①

105% 100% 103% 順調

新幹線開業を契機とし、長崎駅周辺部を中心に都市機能の基盤強化が図られると
ともに、観光都市・産業の集積地に相応しい都市の活力が周辺都市にも波及し、
“若い世代を中心に選ばれる”長崎・西彼地域

指標 進捗状況の分析

令和4年度は、新型コロナウイルス感染症による企業活動の制
限等に加え、原材料価格・エネルギー価格の高騰や為替変動の
影響を受け、目標値を下回った。

令和5年度においては、世界的な脱炭素の潮流の中、県内でも
半導体製造装置分野などグリーン成長分野に進出する動きが活
発化しており、成長分野（半導体、航空機など）においては、
企業間連携を伴う事業拡大、生産性向上への取組を支援し、県
内サプライチェーンの育成・強化を図った。
　引き続き目標達成に向け、各種施策を実施していく。

指標 進捗状況の分析

  令和5年5月に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置
づけが5類感染症に移行したことによる行動制限の解除や全国旅
行支援の効果に加え、西九州新幹線開業後初の大型連休や夏休
みとなったことや中止となっていた大型イベントの再開、水際
措置の終了による外国人宿泊客の増加などにより、目標値は達
成していないものの延べ宿泊者数は前年を上回っており、観光
消費額も増加傾向にある。
   引き続き目標達成に向け、観光の高付加価値化や滞在時間の
延長等、消費単価の増加につながる各種施策を実施していく。

地域の
めざす姿

長崎・西彼地域（長崎市、長与町、時津町、（西海市））

地域振興部　地域づくり推進課（長崎振興局） 宮本　浩次郎

第一次産業の新規就業者を増加させるための取組として、水
産業については、県内外の求職者や高校生を対象とした就業支
援フェアやオンライン就業相談会を開催するなどした。

また、農業については、就農希望者を対象としたオンライン
相談会を開催し、就職就農相談フェア（主催：長崎県農業法人
協会）を支援したほか、就農意欲醸成に向けて県内農業系高校
の学生を対象とした合同研修会の開催等を実施した。

林業については、森林の仕事ガイダンス（主催：長崎県森林
組合連合会）を後援すると共に、高校生等への林業体験授業に
より仕事としての興味を惹きつけ、新規就業につなげた。
上記の取組により、目標値を達成することができた。
　引き続き各種施策に積極的に取り組んでいく。

指標 進捗状況の分析

第１次産業新規就業者数（累計）

※最終目標：R3～R7年度累計

製造業従事者一人あたり付加価値額

観光消費額（総額）
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施策の進捗状況調書（令和６年度実施）【地域別計画】

長崎県総合計画 チェンジ＆チャレンジ2025における位置付け

地域別計画

所管課(室) 課(室)長名
総合計画
掲 載 頁

205頁

地域別計画の進捗状況

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 22,377千円 22,532千円 22,688千円 22,845千円 23,002千円
23,002千円
(R7年)

実績値②
21,907千円
(H30年)

21,939千円 22,749千円
R7.7月頃
公表予定

進捗状況

達成率
②／①

98% 100% ― 順調

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 142人 284人 425人 566人 707人
707人

(R7年度※)

実績値②
136人

(H30年度)
146人 329人 490人 進捗状況

達成率
②／①

102% 115% 115% 順調

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 841人 875人 910人 946人 984人
984人

(R7年度)

実績値②
748人

(H30年度)
274人 398人 755人 進捗状況

達成率
②／①

32% 45% 82% やや遅れ

スポーツ合宿参加者数については、国内有数の練習環境である本
明川水上競技場において、ローイング競技の合宿参加者数が大幅
に増加するなど、新型コロナウィルス感染症の影響から回復し、
基準年（平成30年度）の数値を超えることが出来た。
目標値には届かなかったが、令和4年度に続き東京大学・京都大

学による対抗戦「双青戦」を誘致し、スポーツ合宿地としてブラ
ンド力の向上を図ることが出来た。
今後、令和6年6月に本明川水上競技場が公認コースの認定を受け
たことで、さらに合宿地としての利用促進を図る。

指標 進捗状況の分析

スポーツ合宿参加者数

第１次産業新規就業者数（累計）

※最終目標：R3～R7年度累計

製造業従事者一人あたり付加価値額

新幹線開業を活かした魅力あるまちづくりによる賑わいの創出を目指し、力強い産
業と雇用をつくり出し誰もが住みやすく活力にあふれる県央地域

指標 進捗状況の分析

農業においては、市町、農協、農業高校、農業大学校及び新規就
農相談センターと連携し、就農支援制度の紹介等で就農意欲を喚
起したほか、就農希望者の円滑な就農に向けて、農業次世代人材
投資資金の活用・技術習得に係る支援、就農関係の情報提供等を
行った。
林業においては、高校生を対象にキャリヤ教育セミナーやイン

ターンシップ受入れによる施設見学、機械の操作研修等を行い就
労意欲の喚起による新規就労者の確保を図った。
以上の取組みにより、令和5年度の第1次産業就業者数は490人と

なり令和5年度の目標を達成した。
　引き続き、目標達成に向け各種施策を継続していく。

指標 進捗状況の分析

令和4年度は、新型コロナウイルス感染症による企業活動の制限
等に加え、原材料価格・エネルギー価格の高騰や為替変動の影響
を受けたものの、化学工業や鉄鋼業等で従事者一人あたり付加価
値額が向上したことにより、目標値を達成することができた。
令和5年度においては、世界的な脱炭素の潮流の中、県内でも半

導体製造装置分野などグリーン成長分野に進出する動きが活発化
しており、成長分野（半導体、航空機など）においては、企業間
連携を伴う事業拡大、生産性向上への取組を支援し、県内サプラ
イチェーンの育成・強化を図った。
　引き続き、目標達成に向け各種施策を実施していく。

地域の
めざす姿

県央地域（諫早市、大村市、（東彼杵町）、（川棚町）、（波佐見町））

地域振興部　地域づくり推進課（県央振興局） 宮本　浩次郎
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施策の進捗状況調書（令和６年度実施）【地域別計画】

長崎県総合計画 チェンジ＆チャレンジ2025における位置付け

地域別計画

所管課(室) 課(室)長名
総合計画
掲 載 頁

211頁

地域別計画の進捗状況

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 226人 451人 676人 902人 1,129人
1,129人

(R7年度※)

実績値②
200人

(H30年度)
284人 512人 731人 進捗状況

達成率
②／①

125% 113% 108% 順調

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 298経営体 356経営体 414経営体 472経営体 532経営体
532経営体
(R7年度)

実績値②
234経営体
(R1年度)

302経営体 361経営体 428経営体 進捗状況

達成率
②／①

101% 101% 103% 順調

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 393億円 394億円 395億円 396億円 397億円
398億円
(R7年)

実績値②
348億円
(H30年)

229億円 303億円 412億円 進捗状況

達成率
②／①

58% 76% 104% 達成

魅力ある地域資源を活かして、国内外から人を呼び込み、賑わいにあふれ、農業
や観光業などの地域産業が力強く発展し、若者から高齢者まで、住民が安心して
生き生きと暮らす活気あふれる島原半島

指標 進捗状況の分析

支援対象として雇用型経営への転換、農業所得1000万円規模
を目指す農業者をリストアップした。また、農業経営基礎講座
の開催や個別課題に対応する専門家派遣等による支援、補助事
業や制度資金活用による規模拡大、栽培技術等の向上により目
標を達成した。
　今後も目標達成に向けた取組を継続していく。

指標 進捗状況の分析

農業では、島原農業高校との連携会議における就農支援対策
の情報共有、就農希望者の会「若葉の会」や進路ガイダンスで
の就農意欲喚起を行うとともに、就農希望者に対する相談会や
JA産地部会、直売所等の定年帰農や女性農業者等の就農状況を
確認することにより新規自営就農者100人、新規雇用就業者102
人を確保することができた。
林業では、森林の仕事ガイダンスへの参加や雲仙森林組合に

おける高校生の職場体験受入れ等により、新規雇用就業者4人を
確保することができた。
水産では、島原市・雲仙市・南島原市の各漁業担い手確保推

進協議会等と連携し、就業対策及び情報確認を行うことによ
り、新規漁業就業者13人を確保することができた。
新規就業者数は順調に増加しており、今後も目標達成に向け

た取組みを継続していく。

地域の
めざす姿

島原半島地域（島原市、雲仙市、南島原市）

地域振興部　地域づくり推進課（島原振興局） 宮本　浩次郎

新型コロナウイルス感染症の5類感染症移行や全国旅行支援の
効果もあり、島原半島全体の令和5年度観光客延べ数は379万人
（対前年比124.2%）となり、観光消費額は目標値395億円を上回
る412億円（対前年比104%）で目標を達成した。
島原市では、島原城や雲仙岳災害記念館などの施設への来場

者数の大幅増や、島原初市などのイベント再開により観光客延
べ数が前年を上回った。
雲仙市では、ほっとふっと105や橘神社など多くの観光スポッ

トへの来訪者増加、宿泊施設の令和4年末の新規開業やリニュー
アルオープンによる誘客効果などから延べ宿泊客数、観光客延
べ数がともに前年を上回った。
南島原市では、令和4年まで中止となっていた「みそ五郎まつ

り」などのイベント再開や、「道の駅ひまわり」が4月に営業開
始したことなどの効果により日帰り客数、観光客延べ数がとも
に前年を上回った。
　今後も目標達成に向けた取組を継続していく。

指標 進捗状況の分析

観光消費額（総額）

農業所得1,000万円以上が可能となる経営規模に達
した経営体数

第１次産業新規就業者数（累計）

※最終目標：R3～R7年度累計
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施策の進捗状況調書（令和６年度実施）【地域別計画】

長崎県総合計画 チェンジ＆チャレンジ2025における位置付け

地域別計画

所管課(室) 課(室)長名
総合計画
掲 載 頁

217頁

地域別計画の進捗状況

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 1,420億円 1,429億円 1,440億円 1,450億円 1,460億円
1,460億円
(R7年)

実績値②
1,370億円
(H30年)

743億円 1,023億円 1,225億円 進捗状況

達成率
②／①

52% 71% 85% 遅れ

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 7,835千円 7,889千円 7,944千円 8,000千円 8,057千円
8,057千円
(R7年)

実績値②
7,673千円
(H30年)

8,743千円 6,787千円
R7.7月頃
公表予定

進捗状況

達成率
②／①

111% 86% ー 遅れ

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 185人 372人 559人 748人 937人
937人

(R7年度※)

実績値②
143人

(H30年度)
201人 403人 559人 進捗状況

達成率
②／①

108% 108% 100% 順調

西九州自動車道や国際クルーズ拠点等を活かし、西九州の玄関口として多くの人
や物の流れを取り込み、多様な産業が発展する活力ある県北地域

指標 進捗状況の分析

　令和4年度は、新型コロナウイルス感染症による企業活動の制
限等に加え、原材料価格・エネルギー価格の高騰や為替変動の
影響を受け、目標値を下回った。
　令和5年度においては、世界的な脱炭素の潮流の中、県内でも
半導体製造装置分野などグリーン成長分野に進出する動きが活
発化しており、成長分野（半導体、航空機など）においては、
企業間連携を伴う事業拡大、生産性向上への取組を支援し、県
内サプライチェーンの育成・強化を図った。
　引き続き、目標達成に向け各種施策を実施していく。

指標 進捗状況の分析

　令和5年は観光消費額1,225億円となり、目標値を下回ってい
るものの、新型コロナウィルス感染症の5類感染症移行や全国旅
行支援の効果、各地区で中止となっていたイベントの再開など
の効果もあり、2年連続の増加となった。
　令和6年度も引き続き、市町への観光まちづくりに対する補助
や、佐賀県との連携による「肥前やきもの圏」の陶磁器文化を
共有する関係市町・観光関係団体等と連携した周遊促進等に取
り組んでいく。

地域の
めざす姿

県北地域（佐世保市、平戸市、松浦市、西海市、東彼杵町、川棚町、波佐見町、小値賀町、佐々町）

地域振興部　地域づくり推進課（県北振興局） 宮本　浩次郎

令和5年度の新規漁業就業者は「ながさき漁業伝習所」と連携
した情報発信による呼び込みや、県主催の就業イベントにを通
じたマッチング、高校生の漁家派遣研修、就業前の技術習得研
修等に取り組んだ結果、68名となった。農業においては、ＪＡ
産地部会との連携や「ＪＡながさき西海トレーニングファー
ム」の運営支援、就農希望者に対する計画作成支援等の取り組
みにより、48名の新規自営就農者の確保につながった。今後も
産地自らが後継者を呼び込む産地主導型就農ルートの強化を
図っていく。
また、新規雇用就農者は37名であった。林業においては、就

業説明会や高校生を対象とした林業体験学習会を支援すること
で新規就業者の確保を図った。今後も林業体験学習会等の支援
を継続する。

指標 進捗状況の分析

第１次産業新規就業者数（累計）

※最終目標：R3～R7年度累計

製造業従事者一人あたり付加価値額

観光消費額（総額）
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施策の進捗状況調書（令和６年度実施）【地域別計画】

長崎県総合計画 チェンジ＆チャレンジ2025における位置付け

地域別計画

所管課(室) 課(室)長名
総合計画
掲 載 頁

225頁

地域別計画の進捗状況

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① ▲224人 ▲179人 ▲134人 ▲89人 ▲45人
▲45人
(R7年)

実績値②
▲178人
(R1年)

▲377人 ▲141人 ▲118人 進捗状況

達成率
②／①

0% 100% 136% 順調

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 80人 163人 246人 330人 414人
414人

(R7年度※)

実績値②
81人

(H30年度)
72人 166人 280人 進捗状況

達成率
②／①

90% 101% 113% 順調

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 136億円 136億円 137億円 137億円 138億円
138億円
(R7年)

実績値②
132億円
(H30年)

67億円 106億円 134億円 進捗状況

達成率
②／①

49% 77% 97% やや遅れ

新型コロナウイルス感染症の5類移行に加え、全国旅行支援、県
市の旅行割引、連続ドラマ等メディアへの露出、宿泊施設の新規
オープン等により観光客が増加し、観光消費額増に繋がった.

また、県・市町・観光関係団体連携による、着地型商品の造成
やおもてなし力の向上、情報発信等の取組についても、観光客の
誘客及び滞在時間延長に寄与した。
  今後も各種施策を継続して取り組んでいく。

指標 進捗状況の分析

観光消費額（総額）

第１次産業新規就業者数（累計）

※最終目標：R3～R7年度累計

人口の社会増減数

しまの内外で人・モノの交流が活発に行われ、椿や世界遺産をはじめとする優れた
地域資源を活かした産業振興・観光振興や地域コミュニティの活性化等の各分野で
多様な人材が活躍する五島列島

指標 進捗状況の分析

農業では、新規就農希望者に対して「新規就農者育成総合対
策」等の説明会を行い、就農計画の作成支援を市町と連携して実
施した結果、新規就農者の目標20人に対して20人、新規雇用就農
者の目標25人に対して36人の計56人の確保が出来た。引き続き、
就農希望者への各種支援や情報提供により新たな担い手の確保に
注力していく。

林業では高校生へ農林水産業説明会において、林業の仕事内容
や魅力を紹介し、林業就業につなげる取組を行った。目標数3人に
対して2人の実績となっており、引続き担い手確保の支援を行う。

水産業では、本庁所管課によるＨＰやＳＮＳ等を活用した支援
制度の告知などの情報発信に加え、就業前の漁業技術習得研修支
援や市や関係団体と連携した就業支援フェアへの出展などによ
り、令和5年度の計画35人対し、56人の新規就業者を確保した。
　今後も各種施策を継続して取り組んでいく。

指標 進捗状況の分析

令和5年においては、これまでの雇用機会拡充事業による雇用の
場の創出や高校生を対象とした企業説明会等の若者定着にかかる
取組、移住相談等によるＵＩターン促進、ワーケーション等によ
る関係人口拡大施策等の効果発現により、社会減が縮小した。
　今後も各種施策を継続して取り組んでいく。
〇R4達成率の計算
（▲141ー▲178）/（▲179ー▲178）⇒達成はしているが、算定
上、異常値（マイナス）となるため「100%」とする。

地域の
めざす姿

五島地域（五島市、新上五島町、（小値賀町））

地域振興部　地域づくり推進課（五島振興局） 宮本　浩次郎
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施策の進捗状況調書（令和６年度実施）【地域別計画】

長崎県総合計画 チェンジ＆チャレンジ2025における位置付け

地域別計画

所管課(室) 課(室)長名
総合計画
掲 載 頁

231頁

地域別計画の進捗状況

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① ▲115人 ▲92人 ▲69人 ▲46人 ▲23人
▲23人
(R7年)

実績値②
▲80人
(R1年)

▲176人 ▲153人 ▲228人 進捗状況

達成率
②／①

0% 0% 0% 遅れ

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 35人 71人 106人 143人 179人
179人

(R7年度※)

実績値②
35人

(H30年度)
34人 54人 96人 進捗状況

達成率
②／①

97% 76% 90% やや遅れ

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 14団体 18団体 18団体 18団体 18団体
18団体
(R7年度)

実績値②
3団体

(R1年度)
13団体 14団体 15団体 進捗状況

達成率
②／①

92% 77% 83% やや遅れ

令和5年度に新たに1団体が設立するも、目標は未達成となっ
た。設立に至っていない3団体については、地域の規模が多いこ
とで役員選出が課題となるなか、集落支援員の配置や自治会役
員への説明会を開催するなど協議会設立に向け引き続き取り組
んでいる状況。
今後も壱岐市と連携を図りながら、協議会設立に向けての支

援を継続するとともに、地域住民の一層の参画を促していく。

指標 進捗状況の分析

まちづくり協議会設置件数

第１次産業新規就業者数（累計）

※最終目標：R3～R7年度累計

人口の社会増減数

誰一人取り残さない。協働のまちづくり。
人口が減少しても、持続可能で豊かに暮らせる社会をつくる。

指標 進捗状況の分析

　農業では就農意向の相談者に対し技術研修、資金計画の作
成、支援制度の活用等の支援を行い、林業では森林組合が作業
員をハローワークで広範囲に募集するなどの取組を水産業では
壱岐市漁業新規就業促進協議会において新規漁業者就業支援
フェアを実施し、年度では目標達成となったものの全体として
はやや遅れとなった。今後も、農業ではＳＮＳ等を活用した産
地の情報発信及びインターンシップ等の実施、林業では作業員
の募集と共に資格取得などのキャリア形成支援、漁業では漁村
づくりによる地域の受入れ機運の醸成等の更なる取組により、
壱岐の第1次産業の魅力向上と新規就業者の増加を図る。

指標 進捗状況の分析

　有人国境離島法に基づく雇用機会拡充事業により、新たな雇
用の場を創出・確保するとともに、企業説明会や企業訪問ツ
アーなどの若者の地元定着に向けた取組を実施した。
　また、対面での移住相談会等の開催支援や壱岐市の関係人口
創出の支援にも力を入れてきた。
　しかし、雇用拡充事業の申請件数が減少傾向の他、移住対策
における壱岐市の知名度の低さ、住まいの問題が障壁となり、
移住者増とはならず、昨年度と比較すると社会増減数は悪化
し、目標は未達成となった。今後とも市と連携しながら若者の
地元定着や移住者獲得に向けた取組を推進していく。
〇達成率の計算
(▲228ー▲80)/(▲69ー▲80)⇒異常値（マイナス）となるため
「0%」とする。

地域の
めざす姿

壱岐地域（壱岐市）

地域振興部　地域づくり推進課（壱岐振興局） 宮本　浩次郎
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施策の進捗状況調書（令和６年度実施）【地域別計画】

長崎県総合計画 チェンジ＆チャレンジ2025における位置付け

地域別計画

所管課(室) 課(室)長名
総合計画
掲 載 頁

237頁

地域別計画の進捗状況

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① ▲169人 ▲135人 ▲101人 ▲68人 ▲34人
▲34人
(R7年)

実績値②
▲360人
(R1年)

▲352人 ▲234人 ▲251人 進捗状況

達成率
②／①

48% 56% 42% 遅れ

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 89人 181人 274人 371人 467人
467人

(R7年度※)

実績値②
79人

(H30年度)
56人 105人 139人 進捗状況

達成率
②／①

62% 58% 50% 遅れ

基準値 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標

目標値① 285,000人 330,000人 420,000人 500,000人 600,000人
600,000人
(R7年)

実績値②
537,122人
(H30年)

103,474人 129,403人 205,188人 進捗状況

達成率
②／①

36% 39% 48% 遅れ

大自然の恵みや大陸との交流の歴史など、対馬特有の財産を活かした産業活性化
により地域経済がうまく循環し、全ての島民が安心して暮らし続けることができ
る自立したしま

指標 進捗状況の分析

第1次産業新規就業者数を増加させる取組として、水産業につ
いては、「漁業と漁村を支える人づくり事業」を活用して漁業
就業希望者に対する説明会や研修等を行った。

また、農業については、就農希望者に対する相談活動や技術
面等の支援を、林業については、「対馬市お仕事説明会」等へ
の参加など島内外での雇用者確保の取組を支援した。

以上の取組により、着実に新規就業者は増加傾向にあるもの
の、令和5年度実績は新規就業者数が139人と、目標未達成と
なった。

指標 進捗状況の分析

人口の社会増減数の令和5年度実績は、新型コロナウイルス感
染症等により、基幹産業である観光業が影響を受けた令和3年度
から改善されたものの、▲251人と未達成となった。

これまでの人口減少に対する取り組みとして、令和4年度から
「対馬定住支援ネットワーク連携窓口を」を開設し、移住希望
者の相談対応や情報発信等を積極的に実施した結果、対馬市へ
の移住者は順調に増加（令和5年度実績167人）している。今後
も市や関係機関、民間事業者と連携した取組を進めていく。
 〇達成率の計算
　▲251ー▲360/▲101ー▲360＊100＝42％

地域の
めざす姿

対馬地域（対馬市）

地域振興部　地域づくり推進課（対馬振興局） 宮本　浩次郎

市や島内事業者等と連携した観光コンテンツの造成、観光満
足度調査や観光ガイドブックの作成を実施し、事業者による
ワークショップを開催するなどして観光客数増加に向けた取り
組みを推進した。

引き続き、対馬おもてなし協議会を中心として、魅力あるコ
ンテンツを造成するとともに、企業の研修旅行等の受入を積極
的に支援していく。

指標 進捗状況の分析

国内外観光客実数

第１次産業新規就業者数（累計）

※最終目標：R3～R7年度累計

人口の社会増減数
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